
知的障がい教育における「数学」の授業づくり 

活用する力を育てる授業の工夫～習熟度の差が大きい集団での実践～   
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    小１段階 ２段階 ３段階 中１段階 ２段階 

中３男子               計算得意 理由や根拠を話すことが苦手 集中が続かない 興味関心の偏り  
中２男子               計算得意 理由や根拠を話すことが苦手 全体指示苦手  

中１女子               意欲的 何でも興味をもつ 定着難しい  理由や根拠を自分なりに話す 

中３女子               意欲的 衝動性 定着難しい 自分の考えを話すことが難しい 

★習熟度の差が大きい／学習の定着，他の場面での活用が難しい 

中学部スペードグループの実態  

授業づくり 

年間計画  

●基礎を学習し，既習事項を活   
 用する展開（ミッションをク  
 リアしていく） 
●ペアやグループでの活動と個  
 別での活動の目標を明確に 
●個別の対応は宿題でも 
●定着させたい内容を抽出し毎 
 回ミニコーナーで扱う 

授業を通して身に付けてほしい力  

数学の基礎的な知識・技能 
基準となる考えをもとに判断する力 
既習事項を生かして考える力 
身の回りの世界が数学で捉えられることに気付く 
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数と計算 

８－９月 図形 

１０月 測定 
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数と計算 

１－２月 データの活用 

２－３月 数と計算 
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授業での実践例【測定】  

習熟度の差が大きい集団において「活用する力」を育てるために  

ミッション 
定規で好きなものの長さ
を測ろう 
→㎜の必要性を感じる 

目標 
長さの測り方が分かる 
㎜の必要性を感じる 

目標 

おおよその長さの見当
をつけることができる 

目標 

測定結果を活用する 

目標 

値段より多くお金を出して 
支払う 
実態 

・ぴったりの金額は出せる 
・ぴったりないと払えない 
・お金を数えることはでき
る 
・３位数の大小や読み方， 
 書き方は定着していない 

宿題 

数 と 計 算：基本の繰り返し   

       (最も習熟度の差が大) 
測     定：量感  
図     形：細部への注目，似てい   
       る／違うを見付ける   
データの活用：よさを知ること 

中学部共通事項 
数学的な見方・考え方 

授業づくりのポイント及び評価の観点 

共同研究の先生方からの助言 

帰納的：いくつかの具体的な例に共通する一般的な事柄を見出す考え方 

演繹的：すでに正しいことが明らかになっている事柄を基にして別の新しい     
      事項が正しいことを説明していく考え方 

類推的：既習の内容との類似性に着目して新しい事柄を見いだす考え方 

＜授業の中に下記の場面があったか＞ 
・問題発見をする場面・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
・主体的に問題を解こうとする場面・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
・協同する（対話する）場面・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   
・解決過程を振り返り，概念形成や体系化を行う場面・・・ 

※リフレクション（省察・内省）の必要性 
具体的な経験を振り返り，抽象的な概念化に導くための「まとめ」を行うことが必
要。このリフレクションを丁寧に行うことによって，日常生活での般化が期待でき
るようになっていく。 

※問題発見と解決の過程及び般化の重要性 
問題を解決していく過程の中で，数学的な見方・考え方を働かせながら，答えに
たどりついていくことが重要。また，学んだことを日常生活への般化につなげる
活動や考え方等を授業に組み込むことも重要である。 
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授業での実践例【数と計算】  

目標 数字が読めるようになる（空位のある２～５位数） 
   数の大小が分かる  
                 
 
                     
 
 
 
 

１５０ 

チラシ 

習熟度の差が大きくても一緒
に参加できる学習活動 

課題 

一人に時間をかけすぎた 
一つの活動にじっくり取り組
むことが大切（助言より） 

個別事例【数と計算】  

 
 
 
 
財布の中 

お菓子 
￥170 

結果 

宿題や授業の中では値
段より多くお金を出せ
ることが増えた 
50円玉が複数ある場合
の計算ができるように
なった 

個人の目標を明確にして授業を進める（この場面の生徒の目標は…） 
授業の中に既習事項を活用する場面を設ける 
体験的な学習活動は扱う数値に配慮すれば習熟度に差があっても参加しやす
いが，この場合まとめをきちんと行う 
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中学部「数学科」
スペードグループ 

主体的 
主体的 
対話的 
深い学び 


